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近
、
筑
紫
见
談
會
に
ょ
つ
て
刊
行
せ
ら
れ
つ
、
あ 

る
石
城
志
十1

.
一
卷
は
今
を
去
る
西
五
十
餘
年
前
'
 

筑
前 

傅
多
の
醫
師
津
田
元
願
同
元
赏
父
子
に
ょ
つ
て
な
さ
れ 

た
も
の
で
、
之
れ
が
編
凝
の
動
機
と
性
質W

に
就
き
て 

は
本
書
の
卷
頭
に
石
城
府(

1 #

多
>

淡
窩
散
人
0

1

顧
}

0
 

言
.
ビ
しV

 

~

予
は
じ
め
、
■
此
崔
を
撰
す
る
に
■
志
な
か
^>

. 

し
か
ば
"

博
多
の
辦
實
曾
て
見
聞
せ
し
も
、
多
く
は
遺 

&

L

て
S

據
傅
か
ら
す
、

11
0

.

ょ
6

,
後
劣
«

愚
.の
才
な 

れ

，
ば

、

か

>
る

わ

ざ

を

_
な

し

て

世

ス

の

WJ

を
求
め
#
る 

べ
き
.
に
非
す
、
然
る
に
一
印
原
.田
安
信(

博
多
年
行
司)

--
 

..
 

Mi

.子
に
！

i
i

て

日

、

博
多
は
古
へ
..よ

り

名

勝

の

地

に

て

故

事 

古
蹟
も
他
邦
に
す
ぐ
’れ
れ
り
ビ
ぃ
へ
ざ
も
"

續
»

土
：
4
 

の
外
徵
^

す
べ
&

も
の
も
な
け
れ
ば
、：
今
猶
里
尨
の
傅 

語
並
に
古
記
古
文
等
の
被
に
存
せ
も
も
終
に
は
放
散
泯 

j

沒
し
て
識
事
な
き
に
：至
ら
ん
、
嶽
可
嘆
の
甚
し
§
も
の 

\

に

非

ず

や

"
希

く

ば

足

下

是

を

輯

錄

し

ヽ

十

一

を

千

西

.
|

に
存
せ
ば
、
な
を
將
來
に
婢
補
あ
る
べ
し
フ
熟
是
を
斗
:- 

| 

.
れ
ょ
ど
、
あ
b

し
：に 
'
答
て
日
、：

吾
子
が
言
、
甚
善
ど
は「

_
い
へ
ざ
も
、
：我
が
管
見
蠡
_

其
器
に
當
ら
ず
，
よ

ろ

し
:

'

く
他
人
に
議
す
べ
し

:̂
い
か
^
ぐ
楚
を
僻
し
待
り
け
れ 

ど
'も
、
：强
ち
に
請
て.
止
^

れ
ば
、
，
ぃ
な
み
が
た
く
て
孟 

，
浪
杜
選
の
笑
を
か
へ
b
み
ず
し
て
造
を
諾
し
ぬ」

又
た 

日

く「

予
素
よ
b
世
務
に
波
々
と
し
て
東
西
に
奔
走
し 

.
侍
れ
：：ば
、
筆
硯
に
親
し
む
の.
餘
カ
を
得
ず
、
於
是
，
前 

に
し
る
せ
る
古
書
、
古
記
等
を
探
索
し
て
元
»

に
あ
れ.

へ.、
ii
幼
よ5
見
も
し
聞
も
せ
る
事
の
あ
ら
ま
し
を
ロ
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の
は
古
老
の
涨
に
對
し
、
周

く

愛

に

詢

ひ

神
&

宗
满
に
興
へ
た
書
狀
即
4

次
の
文
句
の
中
に「

就

謀
6
.、
釗
を
觅
し
へ
僞
を
t

め
、
五
六
年
を
«

で
，漸
く 

：她
多
家
作
の
義
、
先
度
^

唞
下
候
、
：少
々
可
相
对
所
耍
.

.

編
を
成
，甘
b
.
、
髓
め
て
十
_ニ
.卷
と
し
七
1
3
に
分
：て
披
®

候
> 

幸
宗
車
^
-
の
籤
候
間
广
彌
啦
含
候
、
可
ぎ
談
合
赞
_

に
便
/
，ら
I

む
、
*
.
:
：
,校
幫
は
煎
葉
糜
狡
の
■如
し
f t
て
分

限
の
若
共
悉
瓦
可
;t
t

猶
、
其
下
の
者
板
屋
竹
瓦
に
限

；
‘
 

掃
へ
：ば_

て
生
个
ビ
い.
.
へ
&

、
然
る
に
元
贯〜

亦
、
わ

- .
九
月
迄
可
相
調
段
堅
可
被
«-
|
付
候
、
彌
相
心
得
候
は
%:

づ
か
に
脱
務
の
間
を
-f
t

み
て
筆
を
採
ぬ
れ
.ば
、
為
節
を
.
|
:親
類
の
者
舱
法
度
ぶ
可
_

付
候
、
宗
室
事
は
彌
調
隙
\

專
に
し
：て
、
し
ば
く
稿
を
易
4

事
を
な
さ
ず
、
い
か
.'
|
>
候
其
方
肝
煎
專
，.一
：に
候
、
委
細
宗
室
可
_
候
恐
々
a?

言」

；

で
か
あ
：や

まb

f

c

こV

を
得
ん
や
、
も
しS

に
し
：へ

|
髮
鑛
ビ
し
て
其
“

端
を
現
せ
る
が
如
く
、
殊
に
圯
坫
呎
：

に
切.
き

人

是
l :
t,
'i
l
す
る
事
あ
，ら
ば
予
.か
幸
甚
か
.ら
：| 
.
.の
.宛
名
.で
あ
る
)«

屋
宗
®
の

B
o

u
rg

e
o

is

氣
分
は
彼
^

んj
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J

あ
6

、
而
し
.て
編
者
の
謙
}
■
な
る
言
あ
る
に
不
+
が
當
時
の
諸
侯
に
對
す
る
饗
臘
振
の
中
に
撤
ふ
を
得
可 

:

.

拘
"

本
替
は
取
に
過
去
に
於
て
公
に
せ
ら
れ
た
陴
多
地
く
、
即
ち
彼
が
家
に
餵
を
ど
>

め
し
人
々
に
は
大
，'|
|

0

>

志
中
の
由
眉
た
る
の
み
な
’、ら
す
、
同
時
に
我
邦
の
企
業
'

:
納
言
秀
長
、
：備
前
中
納
言
秀
秋
、
遴
後
宰
相
景
勝
、
ヤ
，
：：

史
硏
究
上
、
三
井
高
房
の
町
人
考
見
錄
ど
共
に
最
も
有
一
.
花
左
近
將
1

統
虎
ヽ
：
同
拉
部
少
*

統
益
ヽ
加
藤
主
計
如 

力

な
必
史
料
な6

ど
’信

ず

るも
.

の
で

あ

る

。

:

.
淸

正

.、

毛
利
次
部
大
補
.秀

包

、
.
淺

野

彈

正

畏

政

、

::
:
か

西 

:
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，
»

律
守
行
坪
前
田
刺
家
、''
石
11
|

治
部
少
？

«
:
入

s
£
r

國
的
^

よ
り
#

パ
時
代
に
ヵ
け
て
の
傲
多
に」

^

.

,
谷
刑
部
少
«

等
始
ん
^

放
擧
に
還
あ
ら
ず
で
、
徳

川

家

:

,

— 

の
資
本
家
脚
の
存
し
:1
:

ゐ
た
こ
ど
：は

«:
'
小
早
川
1 1

最

が
:

康
は
天
疋
ニ
十
年
5

月
十
2 £

日
の
夜
に
政
、
於
宅
を
防

.
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K':'

ひ
、
殊
に
文
祿
元
年
十
月
晦
H
:
の
朝
？
.
秀
吉
が
博
多
西
‘

產
也
、
其
頃
い
ま
だ
H

本
に
て
金
銅
吹
分
.る

事

を

し

ら

ノ
 

.

' 

町
の
宗
&

が
家
に
&

を
枉
げ
し
際
の
如
き
は「

本

滕

五

中

し

て

、
多
く
の
銅
を
明
朝
へ
渡
し
吹
分
さ
せ
け
る
を

西
人
餘
、
典
外
汁
か
け
食
數
を
し
ら
‘す」

.

ど

の

豪

奢

振

J
|

貞
思
ひ
け
る

は
我
邦
の
1&
:

;

«
を
興
國
に
波
す
事
、
な

；

，
り
を
示
し
て
ゐ
る.
の
で
あ
る
、
而
し
て
彼
れ
を
し
て
斯
げ
か
は
し
き
わ
ざ
也

.
ど
て
、

®

子
を
捨
大
明
に
入
、
數 

く
の
如
き
縈
奢
振
れ
を
示
す
を
：得
せ
し
め
た
®

礎
は
®

j

十
年
が
間
留
ま
り
け
る
に
、
い
か
V
し
た
り
け
ん
一
邵 

に
彼
0

身
の
企
業
よ
6

も
寧
ろ
彼
れ
の
11
父
#,

貞
に
負
の
あ
る
じ
ビ
な
り
、：.思
ひ
の
ま

 
>
金
銀
の
吹
や
ぅ
及
び 

ふ
處
大
な
る
の
感
が
あ
る
S

石
城
志
土
產
部
金
石
類
博
ニ
錫
鉛
よ
り
銀
を
取
事
な
ど
傳
へ
得
て
歸
朝
し
ノ
諸
國
に 

' 

•

多
鈒
の
條
下
に「

1®
多
銀
一.
名
ゆ
づ
b

葉
銀
ど
も
云
ひ
、一

金
山
を
起
せ
：办
、.
故
に
今
に
至
る
ま
で
、
最
初
山
入
の

福
岡
两
町
褪
屋
藤
右
衛
門
が
家
に
傅
來
せ
り
、
重
さ
ニ 

:

時
は
必
中
毒
貞
祭
りV

:

い
ふ
事
を
仏
すV

J

い
へ
：>
、又
、

.

十
九
匁
、
厚

分

ば

が

り

、
裏
は
石
自
に
し
Iて
*

判

r

石
見
國
、
其
の
外
：の
か
な
山
に
•も
壽
貞
明
神
と
崇
祀
る 

あ
り
、
按
に
神
屋
響
貞
も
ろ
こ
し
よ
6

歸

朝

し

て

鈒

座

.ビ
か
や
、
又
、
近
哞
石
見
國
か
な
山
の
者
來
り
て
.簿
多 

を
は
じ
め
し
時
、
此
銀
も
出
來
け
し
な
る
べ
し
、
又
、

T

に
神
屋
壽
貞w

い
ひ
し
人
の
子
孫
有
や
ど
間
、
同
處
に 

極
印
に
祿
ニ
と
あ
る
.は
年
號
の
文
字
：な
る
べ
し
、
頭
字
一
波
底
寺
ヒ
‘い
ふ
眞
宗
の
寺
あ
り
，
楚
を
»

造
せ
ん
€
て 

な
く
、

s

つ
の
頃
と
も
分
明
次
ら
ず
ど
い
へ
«

壽
楝
礼
を
お
ろ
し
見

.る
に
筑
前
|«
多
住
神
屋
壽
貞
雞
立
ビ 

貞
が
年
譜
を
以
て
考
ふ
れ
ば
、
.享
祿
ニ
年
な
る
.べ
き
に
：

有
る
よ
し
語
れ
り
、

, «

貞
は
則
宗
湛
が
祖
父
也」

：
(£
:

あ
：

.

ゃ
、
中
山
與
右
衛
fn
J

e

い
ふ
は
銀
座
の
名
な
る
：ベ
し
、

り
、
，要
す
る
.に
論
渚
は
當
時
に
於
け
る
神
屋
家
0

資
產 

'
又
は
奉
行
な
ど
の
印
な
ら
ん
■か
、
神

屋

壽

貞

は

博

多

の

を

以

て

鑛

山

業

に

負

ふ

處

甚

大

な

云

は

ん
^

す

る

，
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れ
た
嶋
し
ぐ
御
雪
る
べ
き

S

也
、
箇

菜

く
1.V
 

/

W

パ

置

I

實

の

撃

人

で

ぁ
i

 

.

示
し
s

f

ぬ
、
か
ぐ
5

吉
公
に
！

へ
け
る
に
'

 .

I

せ
f

底
S

物
I

I

」

我
ブ
g

朝
鮮
I

し

て

武

威

を

鐘

に

輝

か

さ

含 

?

は
|

に

繁

て

は

.彼
れ
が
其
子
徳
左
簿
に
典
へ
，

欲
す
、
汝
、
存
知
の
趣
逐 

一
I

ベ
し
ビ
S

也
、
宗
•

た
i

箇
倐
の
I

s

め
て
平
f

 

j
j

i
l

專
ら
儉
.

；

一
室
f

て
申
上
け

1

1

、
生
業
I

I

、
父
母
、
I

に
I

を

I

塊
3

、
南
の
方
鴨
綠
江
に
f

て

耍

重

固

に 

歇
し
藍
朋
友
に
恭
敬
を
以
5

1

懇
切
に
說
S
 I

f

る
國
？

、
：容
学
卿
退
治
め
る
べ
か
ら
ず
、
御 

i

i

し

得

る

爲

に

(

嶋
井
宗
8

遺

霞

は

現

〖

征
伐
の
事
怖
れ
思
ひ
舉
る
|

答
へ
け
れ
尤
1

公
我 

在
、
鼻

安

篤

の

所

藏

で

あ

る

)

S

黑

田

長

政

が

「

旦
S

立
5

唐
土
四
I

州
な
|

も
攻
？

祿
I

十
f
 £
.
£

へ

を

し
§

s

i

し

|

寸
£

备

人

等
Q
f r

^ .
l

t

t

毛

I

I

色

が

如

き

、
或

は

議
I

霸

及

I
 

.

不

囊

S
.

へ
：入

せ

玉

是

れ

ょ

と

S

夺
塔
頭
虛
0

院
を
連
立
せ
し
が
如
I

り
、
K.

に
威
武
.

前
I

ざ
か
I

ぅ」

；ど
、

而
し
て
.岛
井
家
が
,

”

に
屈
し
な
か
つ
た
點
に
就
4

は
博
多
記
に

r

秀

吉

公

\
五
年
博
多
町
經
營
の
際
、
■

町
上
に
て
表n

十
三
叫 

大
阪
の
城
ょ
I

室
を
證
ふ
、宗
室
夜
を
日
に
織
で
半
、人三十間の屋宅を秀

f
 i

け
5

?

T t
.

 

t

け
る
に
、
，大
阪
川
口
I

田
治
部
少
輔
出
迎
a

、

役
を
免
I

れ
し
點
t

見
れ
ば
當
時
既
に
有
力
な
る 

此
度
其
方
め
さ
せ
ら
れ
し
は
.、
近
ご
ろ
朝
鮮
征
伐
の
他
资
產
家
ご
し
て
存
ぜ
し
も
の
：に
し
て
、
只
ご
t

、の

奮
 

f

、
.，
其

方

數

度

渡

海

せ

h

事

な

れ

ば

地

理

等

の

囊

一：

が
煨
し
て
加
何
な
る
議
に
：す
て
權
成
せ
ら
れ
し

^ ?
.

pI
IIi
p

I
1

1

は
勿
論
明
か
な
ら
ざ
る
も
、
同
家
k

關
し
た
宗
麟
ご
大 

友

)

文
#

の

中

に

あ

る

®

々
渖
々
諸
役
免
除
の
特
權 

や
？
諸
候
妃
對
す
る
货
惜
關
係
が
土
地
ょ
ぅ
の
收
入
を 

责
ら
し
た
こ
ど
例
者
同
家
に
傅
へ
ら
れ
た
.

文
#
即
ち 

ぎ
前
糸
^

郡
深
江
城
±

^

^

中
務
大
f f

鎭
永
か
ら
甲
斐
，
 

藤
圆
配
分
の
內
三
町
^
井
衬
三
町
の
地
を
讓
受
け
た
如 

き
、
殊
に
島
并
家
の
資
產
を
增
殖
せ
し
め
た
も
の
は
對 

.外

的

企

業

即

ち

當

時

^

於
け
る
拋
銀
0

商
行
爲
で
あ
つ 

た
と
思
ふ
、
之
れ
は
.
同
家
に
支
那
、
和
蘭
®
萄
牙
人
に 

.»
]

す
る
證
文
の
#

せ
し
こ
ビ
に
ょ
.

つ
て
之
れ
を
知
b

得 

る
の
で
あ
る
、
次
ぎ
に
鳥
井
家
ど
同
じ
ぐ
拋
銀
の
事
業 

に
從
事
し
た
も
の
は
未
次
宗
得
で
殊
^
彼
れ
の
弟
で
あ 

る
未
：次
平
藏
.が

長

崎

の

代

官

で

あ

つ

た

こ

ど

は

少

か

ら 

ず
典
事
業
上
R

便
利
を
得
た> j 

e
v

j

M

ふ
、
現
に
彼
れ 

は
長
崎
課
物
商
ビ
し
て
傅
多
九

人

の

1

人
で
あ
る
、

JE 

に
以
上
と
同
一
の
事
業
を
營
し
も
の
は
#

藤
小
左
®

]"
]

 

で
あ
る
、
•石

城

志

に「

伊
藤
小
左
衛
!J
fJ

、
出
自
詳
か
な

.

第
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五
港

パ
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七
三

_

)

雜

-

.

»
石
城
忠
考

,

ら
ず
、
は
じ
め
？
$

柏
屋
郡
靑
柳
村
に
住
せ
り
、
'
後
、
 

:傅
多
^

移
住
し
、：

未
次
宗
伯
の
女
を
婴
て
後
の
小
左
衛 

門
を
生
中
、
慶
安1

ー
年
彐
爿
« *

死
せ
り
、
t

無
句
^
 

藤
ど
號
す
、
.
摘
子
小
左
衛
門
い
ま
だ
部
屋
住
な
り
し
興 

一
上
京
し
、
公
家
方
.へ
|贿
胳
を
以
て
併
藤
判
宫
を
受
領
せ 

り
ミ
云
、
濱
ロ
町
西
侧
に
宅
地
を
求
め
て
'9

か
た
の
如 

く
家
居
を
結
構
せ
り
、M
國
君
ょ
り
，も
大
賀
ど
共
に
長
崎 

の
御
用
を
命
じ
給
ふ
ハ
又
拋
銀
課
物
の
商
を
せ
し
か
ば 

豪
家
の
名
を
ふ
る
ひ 
> 

律
中
に
て
も
，常
に
駕
に
乘
つ
て 

徘
徊
し
け
れ
ば
博
多
の
者
S

い
へ
^

も
其
®
體
見
知
れ
へ 

る
入
稀
な
り」

而
し
て
，此
嫡
子
小
左
衞
l'
nJ

の
宋
路
に
就 

き
.て
は
長
崎
記
に
；「

筑
前
の
赏
商
伊
藤
小
左
衞
g
zf i

崎 

五
岛
町
^

住
す
、
聚
富
無
比
寬
文
七
卑
私
販
に
坐
し
，て 

罪
に
處
せ
ら
れ
フ
㈦

す
處
の
小
判
併
藤
小
判
金
^:

云
、

重
^

四
匁
ニ
分」

ど
ぁ
る
が
如
く
彼
れ
は
密
か
に
兵
器 

を
朝
鮮
方
面
に
輸
出
せ
ん
r;

せ
し
故
を
’以
て
寬
文
七
部 

十
一
.月

ニ

十

長

崎

場

込

の

邊
7

西
坂
で
磔
罪
k

處

:第
四
號 
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5
 六
:

:

:

せ
ら
れ
龙
C
で
ぁ
る
。
 

_候
其
節
鬥
葉
.こ
ど
ご
ど
く
跡
方
な
く
成
縱
中
候
'
ヒ

,

.
’三

S
洵
は
歷
々
の
武
家
に
て
御
旗
本
の
.ぅ
ち
其
外
愿
咧
i 

:

f

が
町
人
と
化
し
を〕

ビ
は
ヽ
我
邦
の
企
業
史
上
、

ど
に
も
同
姓
多
有
之
人
々
能
存
候
t

り」

,し
め
る
が

ノ
く
なS

試
み
に
叫
人
耋
錄
に)

如
く
，、：
斯
く
の
如
き
例|

g

は
做
多
の
企
蠢
I

I

 

1

て
1

に
§

5

の
條
下
に「

其
先
祖
は
I

を
見
出
し
得
g

l

る
、
即
ち
武
士
階
級
^
脫
し
て 

S

の
I

に
て
，
し
が
、
關
ヶ
原
御
陣
S

か
.、
如
，
u

s

も
の
£

8

¥
六
人
の
|
^
で
ぁ 

何
の
S

运

金

2

,

持
運
？

京
都|

る> 

8

繁

f

、
S

は
3

1

 

I

f

 

H 

に
立
退
き
浪
人
致
候
.

3
、

然
る
に
此
石
河
が
S

多
其j

近
將
1

信
の
，次
子
で
.:
';其
兄
み
原
伊
f

^
E3
:

h

VW
I

總
領
家
の
ょ
し
に
I

榮
耀
I

す
所
に
、
七

I

s

つ
5

春
.
Q

U

〜

 ̂

U

一
 

ア「

I

前
S

®

川
I

I

じ

め

其

外

麗

の

御

j

下
S

す

る

馬

つ
§

で

ぁ

る

、

同

じ

く

年

‘

;-
'
司

バ

T:

大
名
力
多
4

銀
の
斷
有
之
に
忖
、
碧
河
も
大
名
借
一
一
人
で
ぁ
つ
：£

原
紹
意
は
糸
歳
高
祖
の
城
m

„

に
て
渡
世
致
故
藝
4

潰

れ

篇

"
今
京
都
町
の
內f

家

の

家

和

擧

S

で
、
其
子i

右
i

t
、
；
二

:

■■
、

銘
物
の
0

1
は
石
河
が
所
持
？

、
古
瀬
月
の
S

子
3

衛
の
際
S

樂
鋪
及
酒
肆
を
業
ど
し
.た
則
で
"

.

,!
.の
茶
入
ヽ
，
高®筒
の
花
生
、杵
の
ぉ
れ
め
花
生
、ゎ

-

一：

；
. 

I

:
身
の
茶
碗
其
外
菌
黑
跡
等
の
類
多
ぐ
は
.彼
も
の
日
向
國
祖
I

の
大
蛇
、
人
に
化
し
て
掘
？

^

の 

一
 

、
が
1

1

-

1似
へ
攸
、
終
£

分
の
身
上
大
名
息
女
に
通f
 (
此
時
大
納
言
獲
思
、

二
リ

I
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' 

- 

.

f
 

f

豐
後
國.
司
緖
方
一1

一
郎
惟
榮
k

至
る
、
時
に
壽
永
の
亂
に 

平
家
悉
く
鈸
西

に

逃」

し
す
、
惟
榮
源
氏
に
風
し
て
平
氏 

を
追
對
す
、
後
難
經
の
逆
意
に
與
せ
し
^
ょ
り
て
賴
朝 

卿
怒
て
豐
後
を
沒
收
し
、
上
虾
國
沼
田
に
配
せ
ら
，る
、
 

其
後
愧
榮
が
罪
を
猾
免
せ
ら
れ
て
與
び
撄
後
國
佐
伯
郡 

を
賜
り
て
子
孫
繩
々
た
り
し
が
、
大
友
義
鑑
の
時
、
長 

ES
と
な
り
て
栂
年
禮
の
城
k

居
す
、
然
る
に
故
有
て
大 

友
家
の
爲
め
に
0
«

せ
り
、
是
れ
に
ょ
り
て
栂
年
禮
城 

を
其
伯
父
惟
常
纪
賜
ふ
、
然
る
^

惟

常
,0
兄
の
惟
信

ビ 

の

に
^

^
生
じ.
、
射
共
に
^

齋
し
、
W

信
は
大
刺
ビ 

稱
す
、.
其
子
甚
四
郞
信
好
幼
に
し
て
父
を
失
a

、
家
産 

空
じ
く
な
り
け
れ
ば
"

士
を
捨
て
商
と
な
れ
hs
、
後
ち 

剃
髪
し
て
道
九
ど
號
す
、
或
時
大
明
の
異
人
に
逢
し
に 

大
刺
を
改
め
て
大
&

の
文
字
を
作
^
/
ば
後
來
必
す
景
福 

あ
ら
し
め
ん
i

い
ひ
し
が
果
し
て
其
應
あ
b

、
慶
丧
元 

和
の
問
遨
九
屢
阿
®

泌
等
の
地
へ
柱
て
互
：市
を
な
し
け
：
 

•

れ
ば
終
に
不
#

の
財
を
積
む
に
至
れ
り」

で
あ
る
•
か
、• 

，

第

十

五

饴

(

.3
£

七
五〕

離

錄

芯

城

§

>

又
れ
：一.
說
に
は
大
贺
家
の
祖
先
大
神
大
學
は
：其

初

め

大
.:

友
蕤
統
の
小
扈
從
で
あ
つ
た
が
、;

義
統
»

居
後
浪
人
S 

な
つ
て
中
律
町
^

居
住
し
^

つ
剃
襞
し
て
宗
九
ヾ」

«
の 

b

如
水
拉
政
ど
懇
意
で
あ
つ
：衣
結
朵
提
政
入
國
ヒ
典
に 

同
じ
く
來
つ
て
|«
多
與
服
町
に
住
し
商
人
と
な
る
に
¥;
.;
:

-
つ
た
の
で
あ
る
ど
、
倚
ほ
之
れ
と
同
じ
き
は
年
行
司
の

:

■ 

I

人
で
博
多
市
小
路
町
下
東
侧
に
：宅
地
を
受
け
且
つ
丁
，

.役
を
免
せ
ら
れ
た
吉
田
善
三
郞
で
彼
れ
の
祖
先
は
播
州
. 

.
糜
耶
城
主
佐
用
中
務
で
、;'
;
其
後
康
耶
落
城
後
は
小
#
家

:

に
仕
へ
た
結
果
如
水
ビ
共
^
中

難

^
下

り

轉

じ

て

敗

多

:

-

;

 

の
町

人w

化

す

るに
ま
つ
た
の
で
あ
る
。

51

M

に
地
主
^

し
て
其
富
を
集
*

せ

し

も

の

ど

思

は

る
• 

、
は
ニ
時
| #

多
の
惣
司
ビ
し
て
公
桃
等
の
可
を
，も
掌
つ 

て
ゐ
た
德
永
宗
也
で
、
彼

e

は
^
多
の
附
近
の
地
た
る 

士 2

塚
ビ
長
者
原
ビ
の
問
紀
宗
也
田
ご
稱
せ
ら
る

ゝ

新
田「

一
 

を
開
く
に
至
つ
た
の
で
.
あ
る
、
年
行
钶
の
ー
人
で
：あ
；つ

V
'
.

,::
第
！
：

號

1

〇
セ

:
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十
五
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近
七
六
.
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雜

錄

抓
懸
礅
の
，近
狀 

第

四

媿

5

八

ナ
，ナ

田

济

左

狁

ド

は

蔚

房

签

0|
1

の
末
葉
で
、
云

は

ば
. ^
:
目
下
延
長
六
„千
哩
を
箅
す
る「

II
I

有
鐡
遨」

-^

、
，
戦

後

紀

.

.
：

H

業
考
の
階
級
か
ら
發
生
し
て
可
な
ち
の
赏
を
積
蓄
し

.

府
の
經
營
す
る
こ
ど
、
な

つ

た

r

ア
ル
サ
ス
•
 

ロ
i

l

.

た
も
の
で
あ
る
。
 

•

ヌ」

鐡
遒
$

で
あ
る
.0
7

.:
:

:

:

;

I

^

! 

I

)

.

.
、

戰
爭
S

遒
財
政
S

S

I

響

。
麗

に

よ

つ

佛
國
鐡
道

.，の
近
狀 

|

て
怫
關
西
の
.
鐵
遨
,

馨

S

境
に
置
か
れ
る
i

に 

,:
.
 

曾

ト

^

隹
.

’

な
つ
た
。
開
戰
當
初
k

ば
，鍵
遨
の
財
政
狀
態
は
左
程
不 

、
 

)
 

:

.ヲ

4

左

，

良
な
も
の
で
は
.な
が
つ
だ
：、
尤
も
國
有
鐡
遨
は
多
大
の

^
货
西
の
& <
,

の延長は目下約ニ與六千五百哩欠损

'
を
生
じ
..て
居
つ
た
け
れV

も
私
有
の
諸
鐵
道
は
p

:

"

:

:

:

v

「

 

に

a
し
之
が
七
，個

の

靈

屢

に
.分
た
れ
て
展
る
。
备

|
均
し
ズ
幾
分

0.
純

益

を

生

；
ん

で

居

つ

^
。

然

：H

 

の

中「

巴

狃
*

ォ

ル

レ

ア

シ

」
「

巴

里
‘

里
譬
地
中
海」

|

後
諸
鐡
道
の
營
業
費
は
收
入
に
比
し
て
莫
大
の
«
加
を 

「

北

部」「

衆

部」「

南

部」

の

五

：
鐵

道

は

.政
府
の
利
子
保
證
|

來
し
た
の
で
あ
り
て
、
.
千
九
宵
十
九
年
度
に
於
げ
る
營 

, 

の
T

に
肘
許
さ
れ
た
る
私
.設
會
i l
l

に
よ
ぅ
て
經
«
さ

れ
|'*

業
«

總
额
は
四
疆
六
千
百
九
十
萬
ニ
千
法
^
遂
し
戦
前 

て

居

る

か

於

の

萍
^

保
散
は
千
九
^

五
づ
年
末
乃
至
の
千
九
西
十
三
年
度
に
此
し

.1
1
-
:に

ニ

十

ニ

割

，五

分

の

增
 

'

千
九
两
六
十
年
末
の
間
^

滿
期
ビ
な
り
、
同
時
に
•特
許
：

加
を
示
し
て
居
る
。
此
の
处
州
增
加
の
ー
部
は
努
鈒
の 

倐
件
の
规
定
に
よ
つ
て
鐡
遨
は
，國
有
k

歸
す
る
喾
で
あ
騰
貴
に
も
因
る
が
へ
主
た
る
原
因
は
石
炭
の

^

ぶ
に
，#

る
。
？

 

二

つ

の

鐵

道

は

千

八

西

七

十

八

年

の

靈

に

す

る

。
鐵
道
用
炭
ビ
1

て
は
內
國
炭
よ
り
も
S

2

 

,

.

^ /
'

り
寸
ブ
？
八
年
西
杏
發
道
與
收
^

<]
:
.
.
.っ
て
擴
大
§

れ
く
の
輸
入
炭
を
沿
費
し
て
居
る
が
、
後
薛
の
騰
貴
の
爲
：

め
纪
石
炭
费
の
み
で
も
十
倍
忙
膨
脹
し
て
居
る
。

—
方 

收
入
の
側
を
見
る
に
、
千
九
西
十
八
年
の
始
め
に
貨
客
‘_ 

ダ
賃
各
ニ
剡
五
分
を
引
上
げ
、
千
九
西1

一
十
年
の
始
め 

K

旅
紫
運
質
七
割
及
び
八
割
、
貨
物
運
賃
十
四
割
を
引
，
 

上
げ
た
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